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(1) 第10号 石巻市文化財だよ り 昭和56年 3月31日

約
二
十
ニ
メ
ー
ト
ル

石
巻
市
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

h
巻
市
教
育
委
貝
会
て
は
‘
昭
和
五
卜
土
年

十
二
月
一
十
日
付
け
て
‘
あ
ら
た
に
四
件

の
文

化
財
を
指
定
し
ま
し
た
。
内
成
は
‘
天
然
記
念

物
二
件
、
有
形
文
化
財
―
一
件
（
建
造
物
一

・
彫

刻
一

）
て
す
。
こ
れ
に
よ
っ
て
‘
右
染

J

市
指
定

文
化
財
は
‘
総
数
七
件
と
な
り
ま
し
た
。

以
下
‘
新
指
定
文
化
財
四
件
に
つ
い
て
‘
概

要
を
紹
介
し
ま
す
。

●
吉
祥
寺
の
イ
チ
ョ
ウ

（
二
株
）

根

回

り

約

九

メ

ー
ト
ル

枝

張

り

束

西

約

――
―十
三
メ
ー
ト
ル

南
北
約
ニ
ト
ニ
メ

ー
ト
ル

枝

下

約

四

メ

ー

ト

ル

地
上
約
七
メ
ー
ト
ル
の
所
か
ら
十
本
あ
ま
り

の
大
枝
に
分
れ
‘

西
及
ひ
北
に
長
い
枝
を
出

し
て
い
る
。
樹
勢
は
よ
い
。

南
側
の
株

樹

紐

約

二
1
八
メ
ー
ト
ル

根

回

り

約

七

メ

ー
ト
ル

目
通
り
幹
囲
約
四
•
〇
三
メ
ー
ト
ル

技

張

り

束

西

約

十

七

メ

ー

ト

ル

南
北
約
十
八
メ
ー
ト
ル

枝

下

約

五
メ
ー
ト
ル

師
＋

の
形
状
に
変
化
が
多
く
‘
内
師
皮
が
不

完
全
の
も
の
か
見
ら
れ
る
。
樹
勢
は
よ
い
。

●
龍
泉
院
の
イ
チ

ョ
ウ
（

＿
株
）

i
．ヽ＂

t
g
 

わ
巻
市
水
沼
午
犬
似
の

几
向
山
池
泉
院
疫
内

に
所
在
す
る
。
こ
の

イ
チ
ョ
ウ
は
雌
株
て
あ
リ
‘

市
内
て
第
二
位
の
巨
樹
て
あ
る
。

石
巻
市
指
定
文
化
財
に
つ
い
て

樹

閥

約

―

―十
ニ
メ
ー
ト
ル

恨

回

り

約

七

・
ニ
メ

ー
ト
ル

目
通
り
幹
囲
約
四

•

七
ニ
メ
ー
ト
ル

枝

張

り

束

西

約

二

十

ニ

・
几
メ
ー
ト
ル

南
北
約
二
十
上

・
ll
メ
ー
ト
ル

地
上
約
1

ハ
メ
ー
ト
ル
の

所
で
大
枝
に
分
れ
‘

四
カ

に
平
均
し
て
枝
を
出
し
て
い
る
。
枝
は

全
体
に
枝
垂
れ
る
傾
向

か
あ
り
‘

一
番
下
の

枝
は
恨
も
と
よ
り
下
に
垂
れ
て
い
る
。
整
っ

た
樹
形
を
し
て
お
り
‘
樹
勢
も
よ
い

。

●

旧
石
巻
ハ
リ
ス
ト
ス
正
教
会
教
会
堂

翌

ー―
,
 

れ
咎
市
仲
瀬
三
番
ト
・
八
号
に
所
在
す
る
‘
旧

石
住
ハ
リ
ス
ト
ス
正
教
会
教
会
常

（
咆
使
徒
イ

オ
ア
ン
会
じ
，
＂
土

）
は
‘
明
冶
卜
三
年
‘
心
巻
市
千

れ
町
に
建
染
さ
れ
な
木
造
教
会
建
築
て
あ
る
。

昭
和
几
十
――一年
＇
ハ
月
の
窮
城
県
沖
地
虚
に

よ

り
被
災
し
‘
崩
壊
の
危
険
か

t
し
た
た
め
｀
解

体
さ
れ
よ
う
と
し
て
い

た
が
‘
若
手
建
成
業
者

て
組
織
し
て
い
る
「
石
巻
建
'11
会
」
か
‘
価
仙

闘

い
文
化
財
を
守
る
た
め
‘
「
わ
咎
市
文
化
迅

産
（
建
造
物
）
”俊
几
上
事
尖
行
委
員
会
」

（
委

具
長
手
叫
長
）
を
組
織
し
、
移
転
・
復
加
工
弔

を
実
施
し
た
。
エ
半
は
‘
昭
和
九
十
九
年
六
月

ト
日
完
了
し
‘
そ
の
後
わ
巻
市
へ
寄
贈
さ
れ
‘

市
教
育
委
貝
会
に
よ

っ
て
管
理
さ
れ
て
い
る
。

●
故
高
橋
英
吉
作
木
彫
「
潮
音
」

高

音

」
は

‘
昭
和
十
四
年
に
制
作
さ
れ
た

洵
を
主
題
と
す
る
三
部
作
の
内
‘
二
番
目
の
作

品
で
あ
る
。

英
占
氏
は
‘
明
冶
四
十
四
年
爪
巻
町
湊
本
町

に

9
ま
れ
‘
い
谷
中
学
卒
業
後
‘
束
京
"K
術
学

校

（
現
在
の
束
京
芸
術
大
学
）
に

入
学

C

在
学

中
‘
帝
展
に
ぶ
ノ
女
像
」
を
初
出
品
し
人
選
。

の
ち
‘
洵
を
主
題
と
す
る
三
部
作
に
収
リ
組

み

属
湖
閑
日
」

（昭
和
十
三
年
文
展
入
選
）
「
湖

行
」
（
昭
和
卜
四
年
文
展
特
選
）「
漁
大
像
」（
昭

和
十
土
年
文
展
無
鑑
査
）
を
発
表
し
‘
戦
時
色

濃
い

中
‘
真

の
剖
作
活
動
を
続
け
‘

芸
術
家
と

し
て
の
名
声
は
高
ま

っ
た
。
し
か
し
‘
昭
和
十

し
Jr
‘
南

h
派
遣
車
に
応
召
。
同
年

i
一
月
二

u
‘
三
十
一
歳
の
りれ
さ
で
ガ
ダ
ル
カ
ナ
ル
島
に

故
堆
し
た
。

「
潮
肯
」
は
‘
漁
師
の
荒
々
し
さ
の

中
に
や

さ
し
さ
を
秘
め
た
作
品
て
‘
さ
ま
さ
ま
な
経
過

の
の
ち
稲
井
笠
次
郎
氏
が
私
財
を
投
し
て
購
入

し‘

rh
へ
寄
贈
し
た
も
の
て
あ
る
。



昭和56年 3月31日 石巻市文化財だより 第 10号 (2)

《石巻市所在指定文化財一覧》

（昭和56年 3月31日現在）

く国指定文化財〉

名 称 員数 指定年月日 所 在 地 所有者 時 代

重要文化財

岩 板 1 U召禾036.2 . 1 石巻市住吉町一丁目 8-29 毛利伸 縄 文

史跡 蠅 文

沼 津 貝 塚 1 廿召禾U47.10. 21 石巻市沼津字出外 ～弥生

く県指定文化財〉

名 称 貝数 指定年月日 所 在 地 所有者 時 代

牡 鹿 法 印 神 ,＊ ,,,, 1 O召禾046.3 . 2 石巻市湊字牧山 1- 1 
（代 表）

桜 谷守雄

仁 斗 IJ:I 貝 塚 1 iJ召禾D50.4 . 30 石巻市大字IJ:I代浜字仁斗IJ:I 縄 文

く市指定文化財〉

名 称 員数 指定年月日 所 在 地 所有 者 時 代

多 福 院 板 碑 群 88 H召禾廿50.6 . 1 石巻市吉野町一丁目 1- 9 三 輪宗頴 中 世

（第一次）

H召禾且51. 6 . 1 

平 塚 ツ ナ 家 文 書 739 （第二次） 石巻市大字田代浜字仁斗I±I 平塚 ッナ 近 世

0召禾廿53. 4 . 1 

鳥屋神社奉納絵馬
1 H召禾053. 8 . 1 石巻市羽黒町一丁目7-1 桜谷 博 近 世

『奥 州 石 ノ 巻 図』

旧石巻ハリストス正教会教会幽 1 H召禾l]55.12. 20 石巻市仲瀬 3-18 石 巻 市 近 代

潮 音 1 B召禾廿55.12. 20 石巻市羽黒町一丁 目9-2 石巻市 現 代

イ チ ヨ ゥ（吉 祥 寺） 2 H召禾055.12. 20 石巻市高木字寺前49 一方井文章

イ チ ヨ ゥ（龍 泉 院） 1 B召禾且55.12. 20 石巻市水沼字天似113 泉 孝夫



(3) 第 10号 石巻市文化財だより 昭和56年 3月31日

昭
和
五
十
――一年
度
の
調
企
に
ひ
き
つ
づ
き
‘

本
年
度
も
市
内
の
旧
家
て
所
蔵
さ
れ
て
い
る
古

文
t
い
の
分
布
調
企
を
尖
施
し
た
。
占
文
じ
い
の
閲

虹
に
つ
い
て
は
各
旧
家
の
了
解
や
日
肛
的
な
都

合
も
あ
り
‘
叶
血
し
て
も
日
程
上
の
都
合
て
不

可
能
な
場
合
も
あ
っ
た
。
方
法
と
し
て
は
互
真

撮
影
を
主
と
し
た
か

‘
所
蔵
者
の
快
諾
に
よ
り

一
時
借
用
し
て
コ
ピ
ー
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
も

の
も
あ
る
。

二
、
調
査
経
過

占
文
上り
は
‘
各
家
の
奥
深
く
所
蔵

・
保
管
さ

れ
て
お
る
わ
け
で
‘
各
旧
家
の
●
玉
物
の

―
つ
で

も
あ
る
。
そ
の
た
め
に
巾
前
に
各
所
蔵
者
に
H

肛
上
の
都
合
を
伺

っ
た
上
て
訪
間
し
閲
虹
さ
せ

て
い
た
だ
く
わ
け
て
あ
る
。
本
年
度
も

1
内
の

寺
社
及
ひ

旧
家
で
所
蔵
さ
れ
て
お
ら
れ
る
と
の

情
報
を
も
と
に
訪
間
す
る
こ
と
に
し
た
。
し
か

し
‘
計
血

の
中
て
の
問
題
点
が

―
つ
あ
っ
た

。

そ
れ
は
所
蔵
者
に
間

い
合
わ
せ
た
と
こ
ろ

‘
二

軒
は
ど
お
こ
と
わ

り
の
返
北
を
い
た
だ
い
た
こ

と
て
あ
る
。
そ
の

埋
由

と
し
て

‘
何
年
か
前
に

山
文
玉
11

を
見
せ
た
と
こ
ろ
‘

打
伯
し
た
い
と
借

リ
た
ま
ま
‘
そ
の
後

一
向

に
返
却
の
様

f
も
な

く
設
爪
な
文
沢
り
が
無
く
な
る
と
い
う
こ
と
で
あ

一
、
は
じ
め
に

っ
た
。
借
用
者
は
間
け
な
か
っ
た
が

‘
こ

の
よ

う
な
ケ

ー
ス
は
‘
以
前
か
ら
の

調
介

の
際
に
も

多
く
‘
今
後
の
調
介
に
も
支
仰
を
き
た
す
こ
と

に
な
り
か
ね
な
い

。
迅
只
重
な
も
の
を
拝
見
さ
せ

て
い
た
だ
く
の
で
あ
る
か
ら

‘
我
々

の
調
介
の

際
に
も
写
真
撮
彩
を
主
と
し
て
‘
了
解
を
得
ら

れ
れ
ば

一
時
借
用
し
て
コ
ピ
ー
さ
せ
て
い
た
だ

く
に
し
て
も
‘
即
返
却
す
る

よ
う
に

心
懸
け
て

゜
る

'
>
 

本
年
度
は
市
内
の
寺
社
を
中
心
に
‘
情
報
を

い
た
だ
い
た

旧
家

の
訪
問
を
行
な

っ
た
。

①
寺
社

曰
渡
波
町
二
丁
目

無
凪
寿
庵

口
渡
波
神

明

法

音
寺

国
折

浜

峰

耕

寺

四

桃

訓

洞

川

寺

②

旧
家

曰
南

境

松

川

政

幸
氏

口
千
石

町

北

川
氏

口

泉

町

四

山

口

信

氏

以
上

の
寺
院

・
旧
家

の
内‘

口
法
音
寺
は

‘

昭
和
二
十
止
年
間
山

の
新
し
い
寺
で
あ
り
‘
所

蔵
す

る
文
古
等
は
な
か
っ
た

。
法
音
寺
は
久
円

寺
か
ら
独
立
し
た
寺
院
て
あ
リ
‘
住
職
谷
川
日

徳
氏
は
‘
仙
台
孝
勝
寺
の

住
職

の
実
弟

て
あ
り

伯
者
‘
坑
家
の
た
め
の
奉
仕
を
第
一
と
し
て
‘

新

し
い

叩
裡
も
建
成
中

て
あ
っ
た
。
国
の

折
浜

の
峰
耕
寺
は
曹
洞
心
か
の
寺
院
て

‘
「
寺
院

明
細

帳」

(
r
咋
江
奴
県
寺
院
大
総
院
』）

に
よ
る
と
払
安

石
巻
市
文
化
財
保
護

委
員

石

垣

宏

昭
和
五
十
四
年
度
古
文
書
分
布
調
査
報
告

四
、
調
査
物
件
に
対
す
る
所
見

-JC
年
三
月
本
山
梅
埃
寺
三
世

一
翁
床
嶽
の
間
基

て
‘
本
埒
は
観
但
音
菩
薩
と
な
っ
て
い
る
。
特

に
占
文
t
り
は
所
蔵
し
て
お
ら

れ
ず
‘
狐
崎
大
肝

入
半
塚
家
か
ら
譲
ら
れ
て
大
肝
入
と
な
っ
た
折

浜

の
平
塚
家
の
菩
提
寺
と
な
っ
て
い
る
。
折
浜

半
塚
家
に
つ
い
て
は
給
碑

・
過
去
仙
か
ら
い
く

ら
か
解
明
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
。
ま
た
折
浜

平
塚
屋
敷
の
襖
か
ら
得
た
古
文
内
か
市
立
図
忠

館

に
あ

り
現
在
整
理
中
て
あ
る
。
四
の
桃
油
の

洞
川
寺
は
暫
詞
宗
の
寺
院
て
‘
間
山
の
年
代
は

不
明
て

あ
る
か

‘

『
心
巻
市
史
』
五
巻
に
よ
る

と
戊
長
十
五
年
に
山
林

の
経
営
に
対
し
て
伊
達

政
宗
よ
I
J
弐
貫
文
の
寺
領
を
拝
領
し
た

（
「
洞
川

寺
旧
記
」）

と
あ
る

。

ま
た
同
内

に
二
代
忠
宗

よ
り
拝
領
し
た

狩
野
玄
徳

の
絵
を
所
蔵
し
て
い

る
と
あ
る
。
次
年
疫
に
拝
見
し
た
い
と
思
っ
て

゜

い
る

三
、
調
査
内
容

調
介
お
よ
ひ
査
料
促
供
を
受
け
た
文
内
は
‘

後
述
の
目
録
の
通
り
て
あ
っ
た
。

曰
無
絨
封
庵
＇又
内
（後
藤
吉
夫
氏
管
理

）
七
点

□
松
川
家
文
内

（松
川
政
幸
氏
蔵
）

三

点

口
北
川
家
文
内

四

点

四
山
口
家
文
内

（山
口

信
氏
祓
）
二

十
二
点

日
無
り叫
寿
庵
文
内

渡
波

二
丁
目
に

あ
る
無
屈
舟
庵
は
浄
土
宗
の

寺
院
て
‘
門
脇
の
西
光
寺
の
住
職
か
北
務
し
て

い
る
。
創
立
は
波
長
年
間
て
‘
間
基
は
後
藤
典

治
右
衛
門
て
あ
る
。
本
匹
ザ
は
阿
弥
陀
如
米
て
‘

◀
無
量
寿
庵
文
書

集
妥

tlも

gが
府
約
真

0
8"．． 

t
t
 

t"几

4
蛉
集
庄
人

r19、りq
色
烹

t

A
竹

i
t乞
：
舟
久
g
薫
；
え
ギ

芍

介
手
本
を
年
n於
束

4

名

it'～氾
霰

貨
咲
う
“

t
ち
広

．
t
な
地
f
み
．i
;史

丈
・

rĝ
g令
“i.lt
i
ì

ル
11
ー

i

?KIt
タ

k
妃
相
史
ク
柁

且
2
;
t
A
t
,
t表
t

ヽ

景
品

3
履
台
伶
’屯 無

能
上
人
御
真
影

開
帳
奉
願
御

E
之
願
書

明
和

9

1

7

7

2

)

▶
無
量
寿
庵
文
書
願
書（

宝
暦
2

1
7
5
2
)
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本
寺
は
協
島
県
桑
折
町

の
無
能
寺
て

あ
る
。r
渡

波
町
史
』
に
よ
る
と
‘
現
在
の
庵
は
大
保
年
間

じ
代
後
藤
余
治
の
時
火
災
に
罹
リ

‘
．
八
代
辰
三

郎
が
復
旧
し
た
も
の
て
あ
る
と
あ
る
。

こ
の
庵

の
文

仕り

の
中
て
占
い
も
の
は

‘
享
保
十
叫
年

(
-
L
二
九
）
の
も
の
て
‘
こ
の
庵
に

「
無
鮎

寿
」
額
が
奉
納
さ
れ
た
由
来
を
記
し
た
も
の
て

享
保
十
四
年
十

一
月
後
藤
消
六
郎

・
永
沢
吉
右

衛
門
に
宛
て
て

‘
仙
台
藩
主
の
弟
伊
達
肥
前

（
黒
川
郡
宮
床
邑
‘土
）
か
ら
贈
ら
れ
た
旨
が
ー
止
さ

れ
て
い
る
。
文
屯
目
口
録
1
の
上
包
み
の
「
御
額

御
添
翰
」
、
同

5
が
そ
の
中
の
内
状
で
あ
る
。

「渡
波
町
安
永
風
十
記
御
用
内
出
」
の

中
に‘

念
仏
堂（

略
）

一
額
党
横
額
無
り
直
井
之
―
―
一
字
‘
大
年
ヒ
ト
．

三
翁
党
天
と
御
座
候
事

右
は
卓
保
十
阻
年
，乙
i
一
月
御
一
門
伊
逹

肥
前
椋
御
家
来
在
見
儀
右
衛
門
殿
単
刈
春

太
犬
殿
よ
り
被
相
掛
御
添
翰
一
通
所
持
仕

候
事

と

あ

り

こ

の

「御
添
翰
一
通
」
が

た
し
か
に

俣
存
さ
れ
て

い
た
。

こ
の
他
こ
の
庵
に
は
柑
軸

か
多
く
所
蔵
さ
れ
て
い
た
か

‘

い
ず
れ
も
仏
幽

て
あ
っ
た
。

□
松
川
家
文
心
ロ

南
境
の
松
川
家
は

‘
本
家
は
河
北
町
橋
沖
て

‘

先
祖
伝
米
の
文
出
を
移
管
し
た
と
の
こ
と
で
‘

掛
図
と

「朝
山
一
陣
流
」
の
免
許
皆
伝
目
鐸
‘

大
久
保
彦
左
衛
門
に
関
す
る
講
談
t
り
が
二
冊
所

蔵
し
て
お
ら
れ
た
。
こ
の
講
談
溝
に
つ
い
て
は

後
述
す
る
。

国
北
川
家
文
苫

北
川
家
文
屯
1

は
‘
文
僭
の
解
読
要
甜
が
あ

っ

◀
無
量
寿
庵
文
書
書
状
（
回
向
）

（
明
和
4

1

7

6

7

▶
無
量
寿
庵
文
書
書
状

（享
保
14

億
米
熱
会
仕
士
常
戚
谷
倅
刹
ム
[

終
也

沫
毒
芍
ク
・
イ
及

ル

俎

真
生
生
自
枯
加侶

庄^

紙

念
弘

含
久
分
御
令
苔
杞
前
公
＿
谷
岱
f9

)l

航
灼
●患
そ
ふ
恢
安
喪
牙
．

刈
恙
t

各
棺
｀

3

)

・了
＾
ぇ
霜
均

捻惰
凸
苔
且
註

柑
封
＿
乏
状
1

件
t

尤
辺
社
・史“
i

咎
得
ぷ
屁

冬
4
林
ヤ
心

aa午
キ
百

r-_‘

故
恥
沿
も

及

永
沢
名
な
内
仄

1
7
2
9
)
 

五
、
保
護
に
関
す
る
所
見

図
（
年
代
不
明
）

て
伺
っ
た
わ
け
て
あ
る
か
‘
そ
の
中
に
涌
谷
伊

辿
家
の
家
老
油
沢
家
に
関
す
る
土
り
状
が
見
ら
れ

た
。
心
よ
く
了
解
い

た
だ
き

一
時
借
用
し
て
コ

ピ
ー
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
，
叩
谷
伊
達
兵
叩
か

ら
‘
家
名
，
呻
沢
吉
衛
門

，
千
h
甚
兵
衛
に
宛
て

た
掛
状
て
表
具
さ
れ
て
大
切
に
保
存
し
て
お
ら

れ
た
。
内
容
は
紙
数
の
都
合
で
省
略
し
た
い

。

固
山
口
家
文
魯

山
口
家
文
苫
は
‘
石
巻
高
校
の
卒
業
生
て
‘

束
北
大
理
学
部
地
理
学
教
完
縛
士
課
程
遠
藤
匡

俊
氏
か
‘
泉
町
四
丁
目
の
山

口

ici氏
か
ら

一
時

惜
用
し
て
コ
ピ
ー
し
た
も
の
を
提
供
し

て
下
さ

っ
た
も
の
て
あ
る
。
質
重
な
＇又
屯
Tl

な
の
て

こ
の

だ
よ
り
に
も

一
部
紹
介
し
た
わ
け
で
あ
る
。
内

容
は
牧
浜
を
中
心
と
し
た
大
謀
網
に
閃
し
た
も

の
で
‘
藩
政
期
か
ら
明
治
に
か
け
て
の
時
代
で

内
容
か
ら
見
て
重
要
な
文
料
と
Ill
心
わ
れ
‘

一
部

解
読
し
た
も
の
を
後
述
す
る
。

今
年
度
は
寺
院
や
所
蔵
さ
れ
て
い
る
田
家
か

ら
の
情
報
を
い
た
だ
い
た
わ
け
で
あ
る
か
‘
い

ず
れ
の
旧
家
や
寺
院
て
も
大
切
に
保
存
し

て
お

ら
れ
‘
虫
喰
い
も
な
く
管
理
も
充
分
て
あ
っ
た
。

今
後
弔
要
な
史
料
は
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
化
す

る
こ
と
と
‘
ま
た

一
時
借
用
し
て
コ
ピ
ー
さ
せ

て
い
た
だ
き
‘

一
部
は

rH
の
施
設
に
‘

一
部
は

所
蔵
者
に
保
存
し
て
い
く
の
か
良
弟
と
思
わ
れ

る
。
早
い
時
期
に
史
料
保
存
の
方
策
・
予
算
•

施
成
の
充
実
を
望

み
た

い
。
施
設
に

つ
い
て
は

市
立
査
料
館

・
博
物
館
の
建
設
を
早
急
に
望
み

た
い

。
所
蔵
者
の
管
理
委
託
を
望
む
声
も
多
く

聞

い
て
い
る
。
大
切
な
史

・
賓
料
の
保
存

の
施

設
、
公
開
施
設
‘
研
究
施
設
を
兼
ね
備
え
た
公

共
施
設

の
実
現
を
望
み
た
い
。

今
年
度
の
調
査
に
ひ
き
つ
づ
き
‘
次
年
度
は

束
浜
地
区
に
重
点
を
お
き
‘
小
竹
浜
‘
折
浜
‘

ハ
、
今
後
の
調
査
予
定

◀
松
川
家
文
書

掛
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嘉
永
七
年
十
月
日

同
郡
竹
の
濱
組
頭

弥
三
郎

桃
油
を
調
査
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
。
外
に
市

民
の
方
々
の
情
報

・
査
料
提
供
を
お
ね
か
い
し

て
お
き
た
い

。

【

山

口

家

文

書

】

曰

大

肝

入後
藤
庄
右
衛
門
殿

右
之
通
り
狐
崎
組
肝
入
中
惣
代
ニ
テ
‘
折
濱
肝

入
源
兵
衛
井
福
設
油
肝
入
武
兵
衛
中
策
仕
‘
双

方
納
得
相
極
め
候
段
申
出
候
間
‘
双
方
後
日
迎

乱
為
無
御
座
御
聞
判
被
成
下
度
奉
存
候
以
上

同
郡
狐
崎
組
大
肝
煎

後
藤
庄
右
衛
門

口
牡
鹿
郡
狐
崎
組
竹
の
濱
ニ
テ
ロ
伏
網
建
方
仕
低

処
‘
荻
濱
小
栢
濱
牧
濱
右
三

ヶ
濱
ヨ
リ
指
支

罷
成
論
争
二
相
及
‘
御
代
官
様
御
見
分
御
教

諭
被
成
下
候
上
‘
裳
組
肝
入
衆
中
策
ヲ
以
双

方
納
得
仕
末
二
採
合
等
無
之
様
定
内
左
二

一
‘

ふ

セ

網

壱

挺

但
建
場
之
俵
者
竹

の
濱
海
岸
績
橋
下
之
内
火

石
5
J
C
地
相
引
‘
桂
鴫
之
窪
み
岩
の
崎
見
通

建
方
仕
‘
双
方
迩
乱
無
御
座
‘
右
網
建
方
之

義
者
大
網
収
仕
舞
‘
後
ヨ
リ
九
月
十
五
日

限
り
漁
業
仕
筈
二
申
合
仕
候
‘
尤
右
場
所
江

．壱
挺
之
外
余
方
江
建
方
不
仕
候
事

右
之
通
り
双
方
納
得
之
上
相
極
申
候

二
付
｀

此
末
伏
二
限
り
如
兄
延
中
占
始
末
二
者
抱
不

申
様
相
定
三
ヶ

濱
辿
名
ヲ
以
如
此
御
座
候
以

-―
 J

 
同
年
同
月

門
之
助
様

四
乍
恐
口
上
内
を
以
追
願
申
上
低
御
事

一
牧
濱
天
宝
大
網
小
屋
場
之
義
二
付
‘
当
春
中

5
御
願
申
上
候
処
‘
只
今
二
被
仰
渡
も
無
御

座
候
二
付
‘

何
様

二
も
未
大
網
取
立
可
申
様

無
御
座
候
間
‘
早
辿
御
吟
味
被
成
下
度
奉
存

候
‘
前
々
申
上
候
通
右
大
網
之
義
相

付

不

（三）

嘉
永
七
年
十
月
日惣

代
福
賞
油
肝
入武

兵
衛

利
三
郎

同
小
梢
濱
組
頭

惣
五
郎

儀
左
衛
門

荻
濱
組
頭佐

惣
吉

喜
蔵

竹
の
濱
肝
入

吉
一＿
一郎

牧
濱
肝
入五

左
衛
門

小
柏
濱
肝
入

弁
太
郎

荻
濱
肝
入栄

一―
一郎

右
之
通
り
御
届
処
‘
究
延
年
中
二
も
竹
の
濱

海
論
御
座
候
而
‘
其
節
之
定
叩
い
同
所
二
所
持

罷
在
‘
右
江
収
合
拙
者
共
中
策
仕
候
慮
‘
前

文
通
り
双
方
得
心
仕
候
二
付
‘
右
始
末
為
已

米
之
四
ヶ
濱
江

一
札

ツ
ツ
相
渡
逍
候
上
‘
拙

者
共
連
名
ヲ
以
如
此
申
上
低
以
上

肝
煎
共
惣
代
折
濱
肝
入

源
兵
衛

同
年
同
月

申
得
者
□
口
無
之
方

5
念
主
も
無
御
座
左
候
得

者
当
御
年
貢
諸
色
上
納
可
仕
様
無
御
座
尤
家

内
相
紋
二
も
行
ロ
一

村
中
迷
惑
仕
義
御
座
候
間‘

御
吟
味
被
成
下
度
奉
存
低
‘
前
年

5
未
大
網

本
入
金
借
用
仕

一
濱
中
御
年
貢
諸
役
ハ
不
及

申
｀
家
内
相
紹
与
も
仕
来
低
間
‘
右
様
拙
者

共
連
判
を
以
如
此
奉
願
候
以
上

牡
鹿
郡
折
濱
組
頭伊

兵
衛

天
明
二
年
三
月

利
惣
治

竹
濱
組
頭

三
十
郎

竹
濱
同善

五
郎

牧
濱
与
頭

伊
兵
衛

同
濱
同清

四
郎

竹
濱
肝
入

竹
田
癌
兵
衛

牧
濱
肝
入

D
鴫
庄
右
衛
門

右
之
通
竹
濱
祢
は
ち
大
網
遥
逆
二
罷
成
‘
私
共
候

了
簡
之
上
‘
下
手
ノ
杭
上
手
江
廻
し
当
猟
仕
‘

向
後
之
儀
者
先
年
之
始
末
之
通
狐
崎
濱

一
斗
か

見
相
受
候
様
申
含
‘
得
心
相
片
付
候
二
付
‘
始

末
曹
如
此
御
座
候
以
上

国

荻

濱

肝

入

安

部

三
四
郎

折
濱
肝
入

平

塚

十

兵

衛

小
竹
濱
同
佐
々
木
五
郎
右
衛
門

佐
須
濱
同
須
田
吉
右
衛
門

祝

iH
濱

肝

入

本

田

佐

次

郎

口
牡
鹿
郡
渡
波
町
念
佛
雌
之
俵
‘
寺
号
庵
号
等

直
入
左

道

房

同
年
同
月

無
能
寺光

巌
⑲

大
肝
入

平
塚
栄
吉
殿

右
之
通
承
届
為
後
諒
相
渡
申
低
以
上

大

llt
入

平

塚

栄

吉

因
牧
濱
天
室
大
網
相
止
候
二
付
‘
竹
濱
称
は
ち
大

網
当
年
沖
江
少
々
相
出
狐
崎
江
斗
り
見
届
不
相

受
‘
杭
振
方
仕
候
処
‘
狐
崎

B
被
相
断
候

二
付

御
吟
味
被
成
下
度
由
｀
牧
濱
肝
入
組
頭
過
ル
十

四
日
御
訴
申
上
候
処
‘
五
ヶ
濱
肝
入
中
場
所
御

見
分
之
上
‘
称
は
ち
の
杭
下
手
ノ
方
弐
本
ヲ
抜

上
手
ノ
方
江
振
直
し
‘
当
猟
仕
向
後
之
儀
者
両

濱
先
肝
入
組
頭
享
保
六
年
元
文
四
年
狐
崎
江
相

出
沼
候
始
末
之
通
ヲ
以
‘
狐
崎

5
斗
り
見
届
相

受
‘
杭
捩
方
仕
候
様
可
仕
候
‘

牧
濱
寄
合
二
称

は
ち
相
立
候
ハ
ハ
‘
双
方
立
合
可
申
候
、
竹
濱

斗
二

曲
相
立
天
室
相
止
候
年
者
‘
狐
崎

5
斗
見

相
受
低
様
可
仕
候
、
為
後
誼
両
濱
肝
入
組
頭
辿

判
仕
如
此
御
座
候
以
上

【
無
量
寿
庵
文
書
】

曰

―
札
之
事

一
妙
光
召
事
者
先
年
裳
念
佛
幽
再
建
之
即
‘
称

善
房
へ
作
含
鉗
之
手
博
等
有
之
‘
尚
数
年
富

房
境
内
二
居
住
二
付
‘
命
終
後
砒
所
前
庭
地

蔵
功
之
脇
二
安
骰
可
有
之
候
右
定
逍
所
為

念
如
此

二
御
座
候
以
上

明
和
八
卯
年
十
月
十
五
日



昭和56年 3月31日 石巻市文化財だより 第10号 (6) 

宝
朴
二
年
八
月
廿

一
日 そ

戊
無
御
座
候
二
付
‘
何
と
惣
庵
号
奔
二
血
茂

被
相
附
破
下
凶
低
様
奉
願
候
‘
〇
占
者
庵
号

御
座
似
得
名
‘
無
い-lli
寿
庵
と

1
低
山
唱
二
御

座
候
得
共
‘
何
肛
以
＂
即
之
儀
御
座
低
哉

‘
其

以
後
石
庵
絶
博
几
百
ヶ
年
余
茂
中
絶
罷
成

中
候
処
‘
四
ト
ヶ
年
以
前

5
当
所
●
州
ハ
と
中

名
自
分
二
収
立
念
佛
箪
二
仕
中
低
‘
依
‘4

ロ

そ

□
之
儀
者
何
惣
始
未
謡
状
も
無
之
‘
叫

一
偏

之
儀
二
御
座
低
．
皿
於
ロ
ハ
今
二
庵
号
策
成
無
御

そ

血
何
と
惣
此
度
可
罷
成
候
御
事
御
座
低
ハ

ハ
‘
庵
地
玲
二
茂
破
成
下
度
奉
存
候
‘
右
之

趣
直
様
扱
仰
上
被
下
凶
候
様
奉
願
候
以
上

検
断

惣
左
衛
門

口
無
能
上
人
御
真
影
間
仙
奉
願
御
閲
之
願
土
ぃ

謹
奉
レ
願
二
岬
真
彰
―
御
む
之
願
沢
い

木
方
勧
化
母
帥
無
能
上
人
常
庵
之
為
開
祖
二
世

不
能
律
帥
ば
此
所
化
度
給
然
先
帥
無
能
上
人
徳

満
四
沸

IL
十
有
余
年
之
今
Ji
七
年
ノ
内
於
束
都

小
石
河
無
凪
院
両
度
開
帳
貨
賤
参
詣
澁
験
感
応

等
世
知
所
也
幸
ナ
ル
故
御
開
山
之
事
ナ
レ
ハ

一
タ

ヒ
此
所
奉
開
叫
為
結
緑
之
離
鴫
辺
郡
之
輩
二
も

ち
致
許
見
御
闇
を
奉
捧
者
之
願
ヲ
ハ
哀
懲
納
受

D
給

庵
主
直
人
敬
白

明
和
九
歳
辰
七
月
四
日

南
無
西
方
願
主
阿
弥
陀
如
来

固
御
額
御
添
翰

低
菅
然
立
信
士
常
二
咸
竺
念
佛
ノ
利
益
↓
終

二
遂
コ
殊
勝
ノ
往
生
↓
干
妥
―
―
仙
府
兵
壁
屋

自
信
加
賀
屋
誠
意
ニ
テ
同
行
之
目
縁
ヲ
一
運
ニ
テ
▶
松
川
家
文
書

深

心

丑

詣

大

守

御

舎

弟

肥

"HIJ
公
ー
一
公

深
感
吋
ヒ
之
ヲ
新
二
賜
コ
無
迅

h
ノ
頷
字
↓

両

11
上

則

為

げル
寄
附
之
ヲ
予
一一

念
佛
相
珀

二

ノ
規
佼
何
半
ヵ
如
ぃ
ャ
之
乎
目
げ
益
送
り
之
己
卜

ヌ
水

ク
懸
ユ
佛
占
＂
土
以

llf
[
汲
ュ
念
佛
相
団

七
之
状
如
レ
件

光
連
社
良
皿
祖
閑
不
能

雌
半
保
卜
四
ぷ
年

1
一
月
二
日

後
藤
泊
六
郎
殿

永
沢
吉
左
衛
門
殿

固
一

此
度
於
河
南
漉
願
之
上
三
月
十
三
日
よ
り

者
二
伎
三
日
之
回
向
仕
候
以
上

河
南
堂
祁
心
願
主

卜
'-

L
.J

f
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大
久
保
仁
政
記
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い
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松
川
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大
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保
仁
政
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大
久
保
仁
政
記

明
和
囚
年

正
月
日

同

暁

巻
・
写
本
）
は
‘
近
世
後
期
~
明
治
期
に
か
け

て
流
布
し
た
誠
本

（
よ
み
ほ
ん

）
の

う
ち
‘
「
勧

善
懲
悪
も
の
」
と
呼
ば
れ
る
も

の
の
一

種
て
あ

る
。
同
様
の
も
の
に
は
‘
『
大
岡
政
談
』
な
と

か
あ
り
‘
講
談

（講
釈
）
の

隆
盛
が
大
い
に
影

評
し
て
い
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。

本
れ
い

『
大
久
保
仁
政
記
』

は
‘
言
う
ま
て
も

な
く
大
久
保
彦
左
衛
門
の
駆
情
と
一
心
多
助
の

活
躍
を
中
心
に
展
開
す
る
も

の
が
た
り
で
あ
る
。

以
下
、
原
文
の
屯
は
予
m
し
と
終
り
の
部
分
を

布
千
引
用
し
な
か
ら
‘
梗
概
を
紹
介
す
る
。

「
笈
に

‘
究
水
年
中
の
頃
‘
江
戸
戊
隼
諏
訪
丁

に
、
松
前
屋
立
郎
兵
衛
と
言
米
西
人
有
り
。
生

國
は
‘
奥
肋
津
軽
之
者
に
て
‘
’
寸
細
有
て
江
戸

え
出
米
‘
商
政
を
致
し
げ
る
に
‘

日
妍
繁
昌
し

て
賑
わ
ひ
け
る
。
然
る
に

‘
有
る
時
‘
町
内
の

酒
届
‘
石
右
古
―
一
人
米
り
て
酒
を
呑

み
居
た
り
け

る
店
に
‘
酒
機
妹
の
上
に
て
‘
少
し
の
言
菓

の

間
迫
よ
り
事
起
り
‘
喧
咄
を
仕
出
し
‘
段
々
勢

り
て
刀
を
抜
‘

家
の

内
を
切
廻
り
‘

戸
怜
子
諸

道
具
を
打
こ
わ
し
て
あ
ば
れ
廻
り
け
れ

は
‘
酒

屋
の
辛
主
は
大
に
迷
惑
し
‘
色
々
詫
致
せ
と
も

聞
入
れ
ず
‘
誠
に
其
狼
藉
致
方
な
く
‘
町
内
の

者
共
寄
集
り
‘

誤
る
と
い
へ
と
も
中

々
承
知
せ

す
‘
困
り
は
て
て
居
る
所
に
‘
松
前
届
五
郎
兵

衛
此
由
を
聞
付
け
て
‘
町
内
の
半
故
‘
早
速
駈

付
て
‘
侍
に
向

ひ
て
申
げ
る
は
‘

亭
主
は
い
か

な
る
不
調
法
の
義
申
上
ま
し
て
‘
御
心
に
背
き

候
や
存
不
申
候
得
共
‘
何
卒
御
用
捻
被
成
下
‘

御
帰
り
被
下
候
ハ

、
‘
難
有
奉
存
候
‘
と
色
々

町
噂
に
詫
し
け
る
か
‘

1JC
よ
り
強
氣
の
侍
共
な

れ
は
‘

一
向
に
間
入
れ
す
‘
イ
ヤ
其
力
は
町
人

の
分
と
し
て
‘
心
外
之
事
を
申
物
哉
‘
己
ヵ
知

リ
た
る
事
に
は
あ
ら
す
．
去
来
‘
引
込
み
て
居

一
人

れ
‘
と
中
け
れ
ハ
‘
五
郎
兵
衛
叫
て
‘
ふ
て
中

様

イ

ヤ

其

Jc
様
方
は
御
直
参
の
御

H
様
に
候

か
‘
又
は
御
主
人
持
に
低
や
‘
何
れ
に
か
よ
ふ

の
嵐
に

K
店
を
被
成
ま
し
て
ハ

‘
御
身
の
御
為

に
も
直
し
か
ら
す
候
間
‘
何
卒
し
て
今

H
の
義

は
御
免
被
下
‘
御
柚
り
あ
れ
‘
と
中
述
れ
は
‘

彼
の
士
共
か
弥
々
腹
を
立
‘
勾
り
け
る
は

t
々

の
咆
外
者
‘

党
帖
せ
よ
‘

と
三
人
一
度
に
切

て

か

、
れ
は
‘
五
郎
兵
衛
も
心
得
た

り
と
身
を
か

ま
ひ

‘
先
に
進
み
し
'
,9
人
を
収
て
投
出
し
け
れ

は
‘
跡
の
弐
人
も
透
さ
ず
切
て
米
る
を
‘
上
郎

兵
衛
身
を
し
つ
め
‘
向
足
収
て
投
出
し
‘
三
人

は
大
逍
中

に
投
出
さ
れ
‘
起
も
せ
ず
ひ
ぐ
／
＼

し
て
届
り
げ
る
。
其
時
‘
土
郎
兵
衛
は
高
督
に

申
け
る
は
｀
此
程
迫
に
町
噂
に
詫
す
れ
と
も
聞

入
れ
す
‘

附
あ
か
つ
て
の
狼
北
か
な
、

長
屈
を

被
成
な
は

‘
引
捕
へ
て
御
町
奉
行
所
へ
御
訴
に

及
べ
し
‘
如
何
に
々
々
‘
と
申
け
れ
は
‘
五

郎
兵
衛
か
手
並

に
や
恐
れ
け
ん

‘
取
る
物
も
取

敢
す
し
て
‘

こ
そ
／
＼
と
何
國
と
も
な

J
逸
失

せ
け
る
。

…
…
」

こ
の
事
件
か
き
っ
か
け
と
な
り
‘
五
郎
兵
衛

は
‘

‘
単
新
堀
辺
に
住
み
剣
術
道
場
を
開
い
て

い
る
旗
本
‘
島
田
藤
右
衛
門
ら
一＿一
人
の
旗
本
に

付
け
狙
わ
れ
‘
無
実
の
罪
に
陥
れ
ら
れ
る
。

こ
れ
を
間
き
つ
け
た
一

心
多
助

が
‘
大
久
保

彦
左
衛
門
に
吟
味
の
や
り
直
し
を
歎
願
し
て‘

い
よ
い
よ
彦
左
衛
門
の
登
場
と
な
る
わ
け
で
あ

る
。し

か
し
‘
再
吟
味
を
行
う
う
ち
に

‘
九
郎
兵

衛
の
家
か
ら
不
審
な
証
拠
品
が
押
収
さ
れ
‘
彼

の
出
自
と
相
伏
っ
て
‘
罪
は
む
し
ろ
一
層
深
い

も
の
に
な
っ
て
行
く
。

こ
こ
て
‘
一

心
多
助
の
活
躍
に
よ
り‘
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の
証
人
か
発
見
さ
れ

‘
白
洲

（
し
ら
す
）
に
辿

れ
て
こ
ら
れ
て
‘
も
の
が
た
り
の
ハ
イ
ラ
イ
ト

に
入
る
の
で
あ
る
。

証
人
の
証
言
に
よ
っ
て
五
郎
兵
衛
の
罪
は
晴

ら
さ
れ
‘
島
田
藤
右
衛
門
ら
の
旗
本
‘
五
郎
兵

衛
の
継
母
・
妹
婿
等
々
‘
こ
の
事
件
に
連
座
し

た
も
の
が
‘
次
々
に
罰
せ
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

そ
し
て
‘
土
郎
兵
衛
は
‘
島
田
ら
三
人
の
旗

本
と
真
剣
に
よ
る
試
合
を
行
い
‘
見
事
に
勝
ち

名
釆
り
を
上
け
る
。

「:,：
彦
左
衛
門
殿
‘
御
簾
の
内
へ
被
召
出
け

る
所
‘
御
感
不
戊
思
召
し
て
‘
右
に

付
て
‘
彦

左
衛
門
を
以
被
仰
出
様
‘
此
度
五
郎
兵
衛
の
働

は
‘
諸
人
に
勝
れ
た
り
。
其
上
信
義
有
之
者
な

れ
は
‘
右
三
人
の
知
行
直
二
被
召
上
‘
取
合
弐

千
弐
百
石
の
高
に
被
下
平
山
‘
直
に
御
旗
―JC
に
御

取
立
被
成
下

へ
く
の
よ
し
‘
御
慈
な
れ
は
‘
其

旨
五
郎
兵
衛
へ
被
仰
渡
‘
五
郎
兵
衛
は
つ
と
平

伏
し
て
‘
彦
左
衛
門
殿
へ
向
へ
御
楼
申
上
。
籾

も
存
も
不
寄
御
取
立
被
成
下
‘
殊
に
御
知
行
弐

千
弐
百
石
頂
故
被
仰
付
て

、
上
も
な
き
冥
加
至

極
。
難
有
仕
合
に
奉
存
候
。
籾
‘
此
上
の
御
慈

悲
に
御
願
申
上
度
義
御
座
候
。
余
の
義
に
は
無

御
座
候
得
共
‘
手
代
新
六
義
‘
忠
義
な
る
者
に

御
座
候
間
‘
私
頂
故
仕
低
御
知
行
之
内
七
百
石
‘

新
六
え
分
け
被
下
沼
度
‘
此
段
伽
に
奉
願
上
候
。

と
中
上
け
れ
は
‘
彦
左
衛
門
殿
間
し
召
て
‘
成

程
‘
其
新
六
事
も
――
一
人
の
盗
賊
を
召
捕
へ
候
程

の
手
並
な
れ
は

‘
御
用
に
も
立

へ
き
者
な

り
。

と
被
Ill
心
召
て
‘
其
段
上
邸
に
達
し
け
れ
ハ
‘
願

之
通
被
仰
付
け
る
。
仏
之
‘
新
六
も
松
前
と
苗

字
を
改
め
‘
両
家
共
に
本
末
と
な
り
て

‘
家
緊

昌
し
て
‘
其
子
孫
今
に
至
IJ
て
‘
小
石
河

に
住

居
致
す
な
り
。
又
‘
文
平
義
も
‘
五
郎
兵
衛
ヘ

射
し
て
は
第

一
の
忠
義
な
る
者
故
に

‘
此
度

の

御
褒
美
と
し
て

‘
津
軽
弘
崎
領
松
前
庄
五
郎
か

頂
故
の
知
行
千
五
百
石
被
下
沼
‘
右
の
御
代
官

役
被
仰
付
け
る
。
又
‘
次

に
多
助
は
‘
武
士

に

御
取
立
被
成
下
へ
く
よ
し
‘
彦
左
衛
門
殿
被
申

け
れ
は

‘
多
助
申
上
け
る
は

‘
拙
者
義
‘
武
士

に
御
取
立
被
成
下
低
事
ハ

‘
真
平
御
免
被
成
下

様
‘

と
の
願
に
よ
り
て
‘
五
郎
兵
衛
力
是
辿
住

居
せ
し
跡
‘
武
家
屋
敷
共
に
多
助
へ
被
下
沼
け

れ
は

‘
戊
草
諏
訪
丁
米
間
屋
被
仰
付

て
‘
其
子

孫
も
今
に
繁
昌
せ
し
と
か
や
。
籾
又
、
原
伊
豫

守
は
‘
家
断
絶

と
な
り‘

其
外
懸
り
合
の
人
は

‘

迪
胞
或
は
押
込
‘
夫
々
御
咎
め
被
仰
付
け
る
。

五
郎
兵
衛
‘
罪
な
く
し
て
罪
に
落
入
る
所
を
‘

彦
左
衛
門
殿
御
賢
應
を
以
‘
是
を
助
け
給
ふ
事
‘

則
御
制
道
の
御
行
届
正
し
き
虐
な
り
。
御
仁
徳

は
四
海
に
輝
き
‘
篤
民
盟
に
し
て
栄
ゆ
る
御
代

こ
そ
滴
々
歳
‘
目
出
度
も
有
り
か
た
か
り
け
る

次
第
な
り
」

ま
ず
は
‘
め
で
た
し
め
で
た
し
‘
で
あ
る
。

大
久
保
彦
左
衛
門
は

‘
永
禄
三
(
-
土
六

O
)

年

三
河
の
旗
本
の
家
に
生
ま
れ
‘
究
永
十
六

（
一
六
三
九
）
年
に
八

0
歳
で
死
去
し
て
い
る
。

彦
左
衛
門
の
半
紐

・
逸
話
は
諸
害
に
伝
え
ら

れ
て
お
り
‘
代
表
的
な
も
の
は

‘
天
野
信
景
の

『
塩

尻

』
‘
新
井
白
石

の

r
白
石
秘
E
9
』
な
と

で
あ
る
。
ま
た
‘
彦
左
衛
門
の
著

mn
『
三
河
物

語
』

に
は

‘
時
勢
批
判

の
慈
識
が
読
み
と
ら
れ

‘

時
勢
に
追
随
せ
す
‘
怖
威
に
お
も
ね
ら
な
い
気

廿
が
、
広
く
民
衆
に
親
し
ま
れ
た
も

の
で
あ
ろ

゜
つ`

『
大
久
保
仁
政
記
』
な
ど
は

‘
後
世
の
作
て

あ
り
‘
そ
こ
か
ら
真
の
大
久
保
像
は
つ
か
み
が

€€€€€

た
い

。
し
か
し
‘
こ
の
よ
う
な
も
の
か
た
り
か

]
 ー

‘
御
額
御
添
翰

・
金
子
借
し
方
証
文
入

2
‘

一
札

之

事

3
‘

願

告

4
‘

願

屯

10

5
‘
奉
納
額
の
由
来

（御
添
翰
）

6
‘

魯

状

7
‘

専

状

一
松
川
家
文
書

ー

｀

掛

図

2
、
朝
山

一
博
流
免
許
目
録

3
‘
大
久
保
仁
政
記

＿
北
川
家
文
書

ー
‘
伊
達
吉
村
詠
歌

2
‘

和

歌

（酔
月
）

状

（兵
庫
↓
涌

沢

・
千
石
宛

）

履

家

文

書

2
‘
大
網
関
係
害
状

3
‘
害

状

4
‘
願

clt[

嘉
氷
七

嘉
水
七

安
政
六

（
泉
町

（
千
石
町

北
川
氏
）

（
南
境

松
川
政
幸
氏
蔵
）

目

党
政
十
三

明
和
八

宝
暦
二

明
和
九

享
保
十
四

明
和
四

享
保
十
五

無
量
寿
庵
文
書
（
渡
波
町
二
丁
目

山
口
信
氏
蔵
）

録

愛
好
さ
れ
‘
読
み
つ
が
れ
て
来
た
裏
に
は
‘
庶

民
の
生
活
感
梢
が
息
づ
い
て
い
る
の
て
あ
る
。

後
藤
吉
夫
氏
）

,・ —, ―-

ゞ

も
の
力
た

り
で
は
あ
る
か

‘
こ
れ
も
大
切

な

文
化
財
で
あ
る
。
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（
大
網
関
係
）

、

It'

犬

ぎ
9

5
 

6
‘
苫

状

、

F

犬

8
‘
屯
り

状犬J
 

9
‘
苫

10‘

議
定
證
之
事

11
‘
荻
浜
小
柏
浜
捕
魚
区
画
場
新
規
系
網
建
方

ホ
談
納
得
証
左
二

12
‘
捕
魚
区
画
場
営
業
願

1
3
‘
副
産
物
御
彿
下
願

t
'
 

4
‘

H
 

1

原

15‘

定

約

証

1
6
‘
捕
魚
営
業
願

7
、

じ

’

犬

l

h-t 

18
‘
網
建
方

二
付
納
得
証

1
9
‘
官
林
内
菩
御
掃
下
願

20
‘
乍
恐
口
上
叩
を
以
追
願
申
上
候
御
事

21
‘
大

網

関

係

22
‘

大

網

関

係

23
‘

苫

状

大
網
関
係

天
明

天
明

ヤ

1
今

'
t
i
if
i
i
26勾

`
f
‘d9
?
i
t
;
f
t
h
i
i
し＊
11

ん

z̀
i
i
‘、t
k惰

7鳴

rnk̂
“
札
屯
＆

h
名
と

:
:
9
1ーで
ヽ
令

2
4
i
i
t甕
3

・‘
`
a,4
i
4
n
2"冷
ヽ

i
i
i

e
iと`
1
カ

A4
.uさる↑‘

t
iッ“

.k1

？
ー

9
"31
i
A;
？
夕
9

、E
鼻＂
t[エ[
3
i
tハー

＊ぶ
3

”’,t
i?
1'党
丸
1

ぼ
§
ヘ

e
し
凡

7
1
:
t
;！
4
9
0
frt

i

i

1ヽ
入

?̂
‘
t
:
i
!
1内
；

9
占
:
1
1勺＆ク`
』
9

S
.n
i{
i
t
み
:
夕
i
'kれ

eふ

4
9
2
i．ふ

●

&
t
hャ
分
・角
と

'l
り
t・人
7

b
t
J
1

m”
 

,r ≪‘, 
＊
 .＂“

 ．．
 

-

T

、
.V
 

皐

言

↓
 

し

◀
松
川
家
文
書
『
大
久
保
仁
政
記
』

（
第
＿
巻
）
よ
り

ー

．
ヽ

・0 

i
;
.＇
：

ン
9

贔，
ら`
．．
 

．
 

？

ャり
¢
g

し
力
そ

1
1
'べ
9̀
ふ

":t
1々
可
月

i29ゃ
i
ゎ
中
し
、
2
7

一

◀
松
川
家
文
書
『
大
久
保
仁
政
記
』

（
第
二
巻
）

よ
り



(9) 第10号 石巻市文化財だよ り 昭和56年 3月31日

水
沼
西
沢
は
旧
稲
井
村
の
真
野
川
の
源
流
‘

水
沼
川
に
注
ぐ
沢
に
沿
っ
て
発
達
し
た
部
落
て

あ
る
。沢

の
源
は
河
北
町
小
福
地
と
の
悦
か
ら
発
し

て
い
る
。

終
戦
前
は
峠
を
越
え
て
横
川

i
小
輻
地
方
面

か
ら
の
山
逍
を
利
用
し
て
の
往
来
は
し
け
か
っ

た
が
‘
薪
炭
業
の
減
少
と
細
工
用
竹
材
の
需
要

（飯
野
川
方
面
の

）
が
と
ま
る
に
つ
れ
て
近
時
‘

ま
れ

通
る
人
も
希
に
な

っ
て
き
た
。

現
在
‘
部
落
は
七
三
戸
‘
米
作

・
畑
作

・
タ

パ
コ
栽
培
で
生
計
を
立
て
て
い
る
。

部
落
に
は
与
市
・
館
下

·

寺
内
•
横
路

•

平

畑
な
ど
の
小
部
洛
が
あ
り
｀
与
市
は
邸
城
巫
雄

氏
宅
か
一
戸
だ
け
あ
り
館
下
よ
り
上
に
位
沼
し

て
い
る
。

館
下
の
前
を
通
る
沢
の
上
流
に
水
神
祠
が
祀

っ
て
あ
る
広
い

水
溜
り
場
所
か
あ
り
‘
往
時
は

そ
こ
よ
り
士
管
て
寺
内

（安
楽
寺
跡
）
に
灌
漑

用
水
を
＃
入
し
開
田
し
た
。
ま
た
そ
れ
よ
り

250

m

の
下
流

（館
下
の
一
番
の
北
）
に
ト
ン
プ
と

称
す
る
水
溜
め
場
に
水
申
が
あ
っ
た

。
今
は
子

供
た
ち
の
水
遊
び
場
に
な
っ
て
い
る
。

館
下
の
西
丘
陵
に
中
世
の
水
沼
館
跡
が
あ
り
‘

寺
内
に
は
安
楽
寺
跡
。
ま
た
平
畑
の
南
の
丘
陵

に
は
村
氏
神
式
内
社
‘
伊
去
波
夜
和
気
社
が
あ

り
古
代
末
期
か
ら
中
世
に
か
け
て
早
く
か
ら
小

総

観

調査地

規
松
水
山
が
開
か
れ
た
地
域
と
思
わ
れ
る
。

水
沼
束
沢
と
同
じ
く
男
子

（
長
男

）
は
15
オ

に
な
る
と
西
沢
青
年
会
に
加
入
‘
老
人
に
な
る

と
権
現
講
に
入
り
‘
女
子
は
観
音
講

（嫁
講

）

ば
ば

↓
念
仏
講

（婆
講
）
に
加
入
し
‘
き
ち
ん
と
し

た
年
令
集
団
に
よ
っ
て
部
落
の
秩
序
が
た
も
た

れ
て
い
た
。

他
の
部
落
て
は
屋
敷
神

（
「

ウ
ジ
神

」）

は

各
自
の
家
て
そ
れ
そ
れ
祀
っ
て
い
る
が
‘
束
沢

と
同
梯
‘
同
族
集
団

（
カ
メ
ー
1
1
構
え

）
て
同

石
巻
市
文
化
財
保
護
委
員

鈴

木

東

行

水
沼
西
沢
地
区
民
俗
資
料
収
集
調
査
報
告

-----

◀
酉
沢
館
下
（
後
は
水
沼
館
跡

▲西 沢



昭和56年 3月31日 石巻市文化財だより 第10号 n5 

9

9

 

一
屋
敷
神
を
祭
司
し
同
族
結
合
の
強
さ
の
な
ご

り
を
残
し
て
い
る
。

注
•
•
•
•
こ
の
調
在
は
昭
和
5
4
年
7
月
下
旬
、
昭
和

51
年
●
呂
城
県
民
俗
衣
料
緊
急
分
布
調
介
項

目
に
し
た
が
っ
て
‘
調
介
の
時
点
を
大
正

か
ら
昭
和
初
期
に
お
き
、
古
老
か
ら
聞
き

と
り
調
在
を
主
と
し
て
実
施
し
た
。
な
お

調
介
貝
と
し
て
は
わ
巻
工
業
翡
校
人
文
科

学
部
員
阿
部
訓
彦
•
田
代
浩
次
・
斎
藤
友

宏
•
山
田
茂
樹
•
宮
川
純
で
あ
り
、
紙
数

の
関
係
で
一
部
の
せ
な
か
っ
た
。

T

生

産

湿
田
：＇
，：
名

称

は

「
卜
ヘ
田
」
。

地
域
は
袋

•
上
谷
地
・
仁
平
•
橋
本
。
品
種
は
フ
ク
ボ
ウ

ジ

・
ク
ロ
コ
モ
チ
。

田
植
は
胸
ま
て
つ
か
り
着
衣
せ
ず
。
後
に
し

リ
そ
き
身
を
ね
じ
り
ね
じ
り
後
方
に
進
み
植
え

て
行
く
。

稲
刈
り
は
「
ヤ
ツ
ゲ
タ
」（

山
下
駄
）
を
は
き

前
方
に
進
み
刈
り
と
る
。
カ
プ

ラ
に
あ
が
っ
て

い
る
の
て

5
寸
位
し
か
沈
ま
な
い

。

注
：…．

「
ャ
ッ
ゲ
タ
」
に
つ
い
て
は
「
石
巻
市
文

化
財
だ
よ
り
」
第
9
号
水
沼
束
沢
地
区
民

俗
衣
料
調
壺
報
告
｀
な
ら
ぴ
に

「
い
し
の

ま
き
市
報
」
文
化
財
た
ん
ぽ
う

(55
年
7

月
号
）
ふ
る
さ
と
の
生
産
民
具
⑥
「
出
下

駄
」
参
照
。

田
植
：・
・・・女
性
は
投
蚕
の
た
め
忙
し
く
男
性

が
受
持
っ
た
。
田
植
の

組
を
ヨ
イ

（
結
い

）
と

称
し
て
家
族
の
親
類
や
友
人

・
近
所
の
人
々
て

共
同
て
従
事
し
た
。

経

済

生

活

田
の
神
・
・
・
初
山
植
え
の
日
。
「
ソ
オ
リ
」
と

称
し
て
お
出

の
神
を
ま
つ
る
。
赤
飯
の
お
に
ぎ

リ
三
個
つ
く
り
‘
苗
虔
二
把
に
そ
れ
そ
れ

―
っ

ず
つ
の
せ
、
土
間
の
庭
に
か
ざ
り
拝
む
。

注
…
…
旧
代
島
仁
斗
田
で
は
苗

一
把
を
神
棚
の
お

山
の
神
さ
ま
に
あ
げ
‘
一
年
中
か
ざ
っ
て

お
く
。
ま
た

r

日
本
民
俗
衣
料
事
典
」（
第

一
法
規
出
版
）
に
よ
る
と
サ

（ソ）

オ
リ

は
サ

（ソ）

と
よ
ば
れ
る
出
の
神
が
陥
り

て
く
る
初
出
植
え
の
行
事
‘
サ
ナ
プ
リ
は

サ
ノ
ポ
リ
の
転
訛
で
、
川
の
神
が
旧
植
え

終
わ
り
を
見
と
ど
け
て
天

へ
帰
る
日
か
ら

き
た
と
言
わ
れ
‘
田
植
え
の
無
事
終
了
を

感
謝
す
る
稲
作
儀
礼
。

水
沼
部
落
で
は
サ
ナ
プ
リ
は
各
家
で
、
タ

方
‘
餅
を
つ
い
て
神
•

仏
に
あ
げ
拝
み
皆

食
す
る
。

稲

の
干
し
方
…
・・・地
干
し
の
こ
と
を

「
ホ
ザ

◀
田
植
の
ワ
ク
（
注
・
・
・
ワ
ク
の
上
に
植
え
て
行

く
）

ク
」
と
言
っ
て
‘
穂
を
上
に
し
て

一
週
間
位
千

し
て
か
ら

（六
把
て
一
束
）
‘
オ
ウ
ナ

て
穂
を

下
に
し
て

一
週
間
ほ
す
。

こ
れ
を

「
タ
テ
ル
」

と
言
い
‘
次
に
立
て
十
し
‘
ク
ロ
と
オ
ウ
ネ
の

③
 

②
 

r,①
 

→ に IHI
ハ 2 に

ゼ把 →
カず棒
ヶつ立
L 30 テ
を把ヒ

すほを
るすす

゜° る

金 ゜
持 ー
ち本
のの ▲ I. 稲 カリガマ（ヒッキリ鎌）
牒棒
家 9

_ 2. 3. 山林用の鎌

で文 （枝や杉の根刈 り用）

は互

◀
ハ
ゼ
カ
ケ
用
の
杭

◀
竹
切
り
ガ
マ



(II) 第10号 石巻市文化財だよ り 昭和56年 3月31日

▲千歯コキ（脱穀用）

__, -
▲ 1. 2. 畑作用鍬 3. トンガァ（竹のこを掘る）

畑
作
・
・
・
西
沢
て
は
麦
•
豆
を
作
り
‘
残

り
は
ほ
と

ん
ど
桑
畑
で

‘

ひ
え

•

あ
わ
•

そ
ば

は
ニ

・
三
軒
だ
け
で
一
般
に
殆
ん
ど
や
ら
な
い
。

（

話

者

中

里

埒

雄

明

治

43
.3
.
7
日
生
）

農
用
具

▲ア ウ

◀
千
歯
コ
キ

◀
右
・
・
・
三
本
マ
ン
ノ
ウ
（
水
田
用
）

左

：
四
本
マ
ン
ノ
ウ
（
畑
地
用
）

▲炭焼小屋

"'""' 

▲ハンテン ▲ハダコ

注
：
・：
・
炭
焼
き
が
ま
は
材
料
の
木
を
運
ぷ

の
に
都

合
の
よ
い

‘
沢
の
水
に
近
く
‘
湿
気
の
な

い
士
質
の
山
股
を
選
ぶ
。

(
r

日
本
民
俗

森
料
事
典
」
）

衣

（二）



昭和56年 3月311:l 石巻市文化財だよ り

▲みそ桶

(12) 

▲板倉と母屋

第 10号

こ
▲大根オロシ

（明治時代から使用）その 1

▲大根オロ シ（裏面に銘が入っ

ている） その 2

-● iiiiillNlii 

▲大根オロ シ（横面） その 3

国

食
（表

1
参
Hil,

"' 

◀
モ
ン
ペ

住
（
図

2

・
表

2
参
照
）

国

運
搬
具

肩
負
い
：：＇・

テ
ン
ピ

ン
と
オ
ケ
を
用
い

て
肥
料

（
こ
や
し
）
を
連
搬
。

ま
た
苗

カ
ゴ
と
テ
ン
ヒ

ン
て
苗

（稲

）
を
田
に

運
搬
し
た
。

背
負
い
…
，：
パ
ン
ト
ウ
は
主
と
し
て
炭
俵
を
山

か
ら
運
搬
す
る
時
‘
用
い
‘
炭
買
い
商
人
か
馬

に
つ
け

た
り
馬
車
て
町
ま
で
運
ん
だ
。

注
：・：・
馬
111
で
炭
運
込
を
業
と
し
た
人
々
は
石
巻

の
阿
部
勝
・佐
々
木・
つ
る
ま
き
氏
で
あ
っ
た
。

（四）

▼ （表 1)

4 紅 話れI沿i橋たまき ＠ ,J (1りlif,365J'.9 Jl 12 H'El 

＼ Fl ,. 朝 朝 朝 一 H 行 仕～タ 夕 夜 時デによる違い

時 刻 午前 5時頃 午前 8時頃 午前lO時頃
i士市によ リ

午後4時頃 'Fi妥71.¥30ク｝ 午後10時ばI平 12時 ～午後 I'1

常
名称 アサナガシ アサゴハ ン タバ コ オヒルゴハ ン タバコ ユウゴハン ユウナガシ

の
伶餅 朝の女ごはん：こ 午前と同 じ 朝と同じ 合あく ぬきする紅物 （種 類 ・方法）

キ．
おにぎり 麦ごは ん 餅

内容 年 餅 米にむぎ=l2 白も ち （きなこ おかずは塩ぴき。

お汁 な｝食 にむぎ （及を う をかける ） 手伝しヽがいると 野菜 ワラピ （もとを切 りあくにつける）

配合率 るかしてにる） 但 しIll植 えの時 きは別にた く。 たまにはさか
7 キ（ゆでて皮をとりあくぬきする）

田で食ぺる。

塩 沿 It み そ 沼 け 乾 媒 そ の 他
保

た〈あん すその実 かき 、 しみ もち（正月にしめらかし 、
存

ふき ふ き 兵ぺる時にうるかし て焼いたりれたり

紅 わらぴ きゅう り してタパ コの時に食ぺる）

た（あん Iiしいも（さ つま＼ もヽ）

餅 をつ〈 ti (特別の餅は種類 • 名称も ） 赤飯を つく る日 合だんこ',しとぎ • おはぎを作る日（純類 ・名称も ）

餅
12月288― お止）,m 3 JIの節句 だ ん し と ぎ お は ぎ

1月15日—小正月用
ソオリ (fJJHl植 え）

2月 IR-― 女の年取り（「ワカモ千 ,)
2月 8日 （カラスダンゴ） 9月!ORうじがみ様の名が） R ● だんごを作らな＼ヽとき

だ
3月3R 節句用 5月のサナプ リ 7 J-j 14 Rのお 盆

（もち木を手てねって 3個）
かわり につく る。

ん
5月のHl植え終了 （「サナプリ」） 5月の節句 ll月23日 から 5個 .7個 、神酒と

7月15ti― お盆の中 H
9月10日の村社のお祭り 春 ・秋のお彼岸 ー格にあげる ●紅ぺたい時につくる。

等 10月の刈上げ H

毎月 1日と15日の休息〇 お七夜 12月 8LI (カラスダンゴ）

＼ 
膳 「1 杵

鍋 釜 飯わ ん 汁わん
女 、ド常 睛（ハレ）のとき

弁当入れ

飲
モチ ソキ用 粉

＂＇ 

モ千ゾキflJ 脱殺 /fl

紅 名 称
テソナペ

チャワン
オセン スイゼ ン メツバ

名称ウ ス シキウス キ ネキ
テ ッ ガ マ

オシルワン
（各自用） カイ セキゼン （オハツ）

ネ

用 木 木 木 桜の木の皮
H 質 鉄 せともの

（材質不明） （材貿不明） （材質不明） （木製）
材 質 けやき イr かた木 か た 木

只
入手法

h巻 の令物尻 fa] 左
部落講杜から惜り る

（オハノ ）1I 形状 そばこめ 細
い太（大きい

U!'!i乍J也） （製作地不明） 多人数の場合 用途 小麦・大麦粉
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第 10号 石巻市文化財だよ り 昭和56年 3月31日

タ
ン
ガ
ラ
は
体
を
ね
じ
っ
て
肥
料
を
入
れ
て

も
ら
い
‘

山
碗

の
畑
地
に
運
び
‘
中
身
の
肥
料

お
ろ

だ
け
を
身
体
を
ま
げ
て
下
す
。
細
道
の
高
い
所

に
運
搬
す
る
の
に
促
利
て
あ
る
。

▶
中
門
（
柿
屋
敷
）

注
：
・
・
・
・
中
門
に
大
き
な
柿
の
木
が
三
本
あ
っ
た

◀
井
戸

ヤ
セ
ウ
マ
…
…
薪
や
炭
俵
を
運
搬
‘
西
沢
て

は
あ
ま
り
使
用
せ
ず
。

畜
力
運
搬
具
：・・・タ

ン
ガ
ラ
モ
ノ
コ

（
タ
レ

パ
カ
マ

）
は
聞
の
背
に
荷
鞍
を

つ
け
‘
そ

の
上

に
タ
ン
ガ
ラ
モ
ゾ
コ
を
両
側
に
た
ら
し
‘
堆
肥

を
入
れ

出
畑
地
に
米
た

ら
結
ん
で
い
た
モ
ゾ
コ

ぉ

の
下
方
の
紐
を
引
き
開
き
下
す
。
縄
て
あ
ん
て

作
っ
た
も
の
て
あ
る
。
多
品
堆
肥
運
搬
具
と
し

母屋間取図

◀
薪
入
れ

ナンド '

台 所
ヒッツィ

（か まど）

オカミ

デ イ

コザシキ

エンガワ

↑
 

◀
ヒ
ツ
イ
（
ヘ
ツ
イ
）

屋敷内配置図、-----
＼ 凸山の神

◀
便
所

◀
釜
の
神
（
高
城
重
雄
氏
宅

ー

◀
（
図
2
)



昭和56年 3月31日 石巻市文化財だよ り 第 10号 (14) 

▲だら桶とテンピン

位
ヤ
生
捻
t
ヤ
曰
未
＾
で
a

で
沿
あ

1
tぷ

社
会
秩
序
は
ど

の
よ
う
に
し
て

維
持
さ
れ
た
か

社

会

生

活 明
治

43・
3
.17
日
生

て
活
用
さ
れ
た
。

注
…
…
田
代
島
仁
斗
田
で
は
大
謀
網
で
と
れ
た

ス

ピ

（鮪
）
を
運
搬
す
る
時
も
使
用
。

因

運
送
業
者

ダ
ン
コ

（
馬
て
荷
物
を
連
ぶ
こ
と
を
業
と
す

る
者
）
・
・
・
主
と
し
て
針
岡
方
面
か
ら
炭
俵
な

と
を
運
搬
し
‘
水
沼
川
の

「
カ
シ
」
に
お
ろ
し
‘

和
船
て
石
巻
方
面
に
出
荷
し
た
。
水
沼
寺
内
て

は
岡
田
正
男
氏
で
あ
っ
た
。

心

交
易

市

：
…

マ
ツ
（
マ

チ
）
・
：
盆
マ

ツ

・
年
取
り

マ
ツ

・
正
月
マ
ツ
と
称
し
て
場
所
は
石
巻
の
朝

マ
ツ

・
タ
マ
ツ
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
行
事

に
必
要
な
物
を
買
出
し
に
行
っ
た
。

囚

行
商

他
地
域
へ
出
る
者
は
殆
ん
ど
な
か
っ
た
。

他
地
区
か
ら
来
る
人
々
は
稲
井

の
ア
ラ
さ
ん

•
石
巻
の
ア
キ
サ
カ
さ
ん
な
ど
が
着
物
や
布
と

ん
を
持
っ
て
き
た
。
渡
波
の
ハ
シ
イ
サ
パ
屋
さ

ん
は
新
鮮
な
魚
を

一
日
お
き
に
テ

ン
ピ
ン
で
か

つ
い
で
行
商
を
し
た
。

（話

者

中

里

寿

雄

▼ （表3)

3
 

住 話 者 高 橋 みよの 男
＠

（大正 5年 9月20日生）

母

屋

女

間

取

り

し、

ろ

り

☆屋根型• つく り

くずや （寄せ棟）

屋根材 Iその他の特色

茅妊き母屋は、今から130年位

前 （大火にあったため）

に建てた。

その前、今より大きい

家が現在より上の高い i敷

所にたててあ った。

□：人；哀；
おかみの炉、おしょ

が っさ ま、かみだな、

キIオキャ'.:':::: ま:;）/I用臼

屋

部屋の名

用途

設 備 ・備品

ニワ（庭）

籾すり

か

ま

と

飲

料

水

名

場所(/j'' 設
仮設の別

） 

入

常
設

一仮
設
一

ダイドコロ

手

名

女屋敷神の名称 ・行事

ウズガミ （高橋構......4軒 ）

4軒は熊野さんを祭る（話者の高

橋さんの家がその管理者である）

裏手の畑 の上にある山の神は、大

火にあった際、家をたてるとき、

土の中からでてきたも の を祭る。

；イドコ；I I I 

屋敷内の付屈建物の名称 ・用途

中門 （昭和37年火事に あい 、やけ、

たてる）

牛 、馬各 1頭か って いた。

納屋として使用した。。

お産場所

法

材

赤士 （まわりを

厚い木でかこむ）

水神さま

1'f 

平称な

棚
一し

合 自在鈎

カギ

ナンドで火をたい

た時こはんやみそ

しるをこ しらえる

女 カナ ワ

用

木 でたくさ んのごはんを

炊い た り、湯 をわかす。

屋

敷

林

途

名

か

析；

ま ど の 神

釜の神(

年取りの晩に 「おヘ

いそ〈」をあげる。 ）

樹 種

中門の前 に三本の

大きな柿があ った。

（現在は 1本のみ）

それで柿届敷とい

われた。

灯

火

具

方 角

束
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みの会年青沢西し且＂ ,_
、

日4
 

月3
 

旧
）

年

3

3

図

正

（▲
 

大

口

村
契
約
講
（
青
年
会
）
…
…
写
真
に
あ
る

よ
う
に
大
正
三
年
旧
三
月
四
日
の
総
会
の
日
に

従
来
の
契
約
講
中

（
上
・
中
・
下
）
を
改
正
し
‘

西
沢
青
年
会
と
し
て
発
足
し
現
在
に
至
っ
て
い

る
。総

会
は
旧
三
月
四
日
。
秋
葉
山

の
祭
り
日
に

行
い

‘
役
貝
の
改
選
・
事
業
報
告
し
た
。
（
写
真

参
照

）
会
員
は

15
オ
ー

42
オ
の
各
戸

(25
戸
）
の
長

男
て
現
在
役
貝

（会
長
・
副
会
長
・
幹
平
）
は

一
年
交
代
選
挙
で
世
話
役
の
み
は
順
番
制
て
あ

る
共
有
財
産
と
し
て
共
同
山

（草
刈
山

）

一
戸
当
り
2
畝
。
丘
助
慣
行
は
道
普
請
•
山
焼

き

・
屋
根
耳
き
・
火
災
な
ど
の
事
故
の
と
き
の

救
済
・
獅
子
振
り

•

そ
の
他
冠
婚
葬
祭
の
互
助

な
ど
で
あ
る
。
（
再
真
参
照

）

注
…
…

「膳
椀
貸
付
板
L

の
保
存
規
定

，
貸
附
代

に
つ
い
て
は
別
表
3
を
参
照
さ
れ
た
し
。

男 女

濯馴
才0

0
 

6
5
 42 

西沢青年会

（子供組）

結婚

15 

念仏購

観音講

（子供組）

（一）

年
令
階
梯
集
団

予
＄
千

i

ホ
令
於
象
り
ぶ
夕
得
た
究

-'芯
立
翌
ぷ
ぎ

ょ
・
ボ
會
命
ふ
“手
’濁
ぢ
手
'
i
勁

iー

；

苓

悶

’雇
弁
ふ
令
’
瓜
り
恙
F

-‘・、全沙

f
f

炉

ー

I
l
I
I
i
:
!

g忍
杭
ぶ
梵
'
r
4

求？＇
f
'サ

ゆ
り
揖
i

ぷ
祝
々
髯
色
べ
舟
知
＆
泊
ぷ
亨
と
夕
｀
囀
．^

妥
釘
；
念

xrl

:
偉
た
公
＃
忍
べ
んを
'
5条
丈
歩
以

も
L
忍
箱
を
サ
脅
力
，払
肋

四
會

g
喉
尼
新
希
人
”
四
壮
¥
'
＆
誓
手
債

共

g
gが
寄
含
’与
即
名
災
C

◀
西
沢
青
年
會
々
則

凡
水
ぎ
。
高
I

消
祁
ぶ

n

良
ば
困
切
ゎ
蘭
見
各
土
'{社
あ

チ
同
畝
考

一

必
来
霞
斗

i
1虔
tヤ
入

ィ
が
む
没

t

か
ん
a
#
 

膚
字
；
，＇が

必
己姐

t

f
を
Ji
夏
る
代
人

沿
i
蘭
硲
た”

J

講
中
倉
庫
内
に
あ
る
膳
椀
員
数
＿

覧
表

◀



昭和56年 3月31日 石巻市文化財だより

▶
膳
椀
貸
附
帳

◀
味
噌
摺
機
械
貸
附
人
名
簿
•
西
沢
上
講
中

第10号

ぁ
ぽ
ど
索

l
'
l
 

(16) 

;ゞ

gク叱
丘
移
疫
炎

..... 
. .; 妥

． 、食生：：：-・・ j 

▼ （表3)

膳
貸椀

昭 計佛祝佛 右 スハ事 借 返貸膳 膳 附保 膳 昭

世
和 金金金金 昭 確 ル直 、 i又 納 1;付椀役椀 ノ存 椀 和

話
五 弐五七 壱 和 実一

事二 最人 ノス貸 之貸 件規 貸 四

ィ,又, し 年 円拾拾 囮―
類シハ 際ル附 ニ J;fJ 疋ヽ・ 西 附 年

1日 弐銭銭円 年 実 似粉成 又事ノ 任及 澤眼 旧

高四 弐 拾 旧 行 セ失ル 同 際 ズピ 上 拾

ノ 月 銭麻高高 ス ル又ぺ じ ノ 鍵 講 月

城宮 拾 也 拾 1レ 物ハ ク 員 ノ 中 改

" 橋橋橋 月事 品破丁 数 保 ム

定嘉 日 拾ュ ヲ ヲ損寧 取 持

文忠件 ノ‘決 以シ ニ 調 者

雄成
日 r-'-疋• テタ 取 ベ ノ‘

行雄吉 ス 琲ル扱 ノ 世

宜時 ウ 上 話

右 但
ハし

若 講壱 佛 家 御 ネ兄 ネ兄

し 貝回 式 建 ネ兄 回金 金金金

他 ノニ 用 用 一 儀 壱七七七七

区 ミ 限 切 用 円拾拾拾拾
二 Iレ 金 金 金 也 銭銭銭銭

使 囮 四 五
佛儀 シ 昭右 拾拾 拾 沼謀四翡邸

式式 ム 和協 銭 銭 銭 ノ

用用 Iレ 六 議 也 也 也 津橋宮橋城

時 年ノ
金金 ノ‘ 拾旧上 啓次志忠八

四五 13 六二言J
円円 回 日月正 磨雄成雄 郎

也也 ス
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国

子
供
組
：
・・
・・旧

一
月

―
四
日
の
晩
‘
子

供
達
が

「
も
ち
け
れ
か
っ
か
」
と
い
っ
て
部
落

中
を
唱
え
歩
く
カ
セ
ド
リ
の
正
月
行
事
や
‘
七

月
六
日
に
部
落
の

三
ヶ
所
位

（
男
女
別
）
に
グ

ル
ー
プ
を
作
っ
て
ヤ
グ
ラ
舞
台
を
組
ん
で
七
夕

様
を
か
ざ
り
迎
え
る
。
こ
の
晩
は
キ
ウ
リ

・
ナ

ス
な
ど
を
供
え
‘

一
晩
中
‘
笛
や
太
鼓
を
叩
き

花
火
を
明
ら
し
さ
わ
ぎ
祭
り
。
翌
朝
七
日
‘
供

え
物
や
七
夕
か
ざ

り
を
皆
て
沢
に
流
し
送
る
。

圏
観
音
講
（
嫁
講
）

・・
・・・・年
に
二
回
‘
旧

二
月
二
四
日
と
一

0
月
二
四
日
に
順
番
に
宿
を

お

み

き

と
り
‘
観
音
椋
の

掛
軸
に
神
酒

・
供
物
を
あ
げ
‘

よ
い
子
供
を
出
産
す
る
よ
う
に
家
内
安
全
に
と

拝
み
皆
食
す
る
。

像音観

枕
る

の

あ

礼
に

お

内

産

院

出

泉龍

と

9.5

▲
 

そ
れ
か
ら
寺

（龍
泉
院

）
．
に
行
き
観
音
像
を

拝
み
‘
夜
‘
ま
た
皆
食
し
‘
レ
ク
リ

ェ
ー
シ
ョ
ン

を
し
、
そ
の
時
‘
米
年
の
人
に
宿

（当
）
渡
し
を

す
る
。
渡
し
は
規
約
の
入

っ
た
箱
と
掛
軸
箱
で

あ
る
。

国
念
仏
講
（
婆
講
）

…
…
旧

二
月
八
日

・

七
月
一
六
日
‘
寺
に
行
っ
て
お
念
仏
を
し
て
拝

む
。
お
た
い
夜
の
晩
に
死
ん
だ
家
に
行
き

「
ナ

ム
ア
ミ
ダ
プ
ツ
」
を
唱
え
て
三
回
数
珠
を
廻
す
。

因

灌
現
講
：
・
,
：
男
子

50
オ
位
か
ら
希
望
の

者
だ
け
加
入
す
る
。
一
―

月
八
日
‘
宿

（順
番

制
）
に
米
一

升
を
も
っ
て
い
く
。

神
社

（伊
去
波
夜
和
気
命
社
ー
通
称
御
深
山

さ
ま

）
の
鳥
居
側
の
行
屋
に
一
週
間
宿
泊
し
‘

身
体
を
洗
い
消
め
‘
横
を
祓

い
‘
三
山
詣
り
に

み
そ
ぎ
は
ら
い

行
く
。
帰
っ
て
来
て
か
ら
も
楔
畝
を
す
る
。

◀
三
山
詣
り
に
行
っ
て
い
た
だ
い
た
下
衣

▲湯殿山石詞に三山詣りを報告している梅本こゆきさん

｀
 

◀
伊
去
波
夜
和
気
神
社
の
鳥
居
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遺
跡
の
慨
要

本
逍
跡
は
‘
南
境
字
館
山

の
半
烏
状
に
突
き

出
し
た
丘
陵
上
に
所
在
す
る
‘
保
存
の
非
常
に

良
好
な
中
世
城
館
跡
て
‘

金
沢
館
と
も
呼
称
さ

れ
て
い
る
。

一
帯
は
現
在
‘
畑
地
‘
山
林
な
ど

に
利
用
さ
れ
て
お
り
‘
耕
作
以
外
の
手
が
加
え

ら
れ
て
い
な
い
た
め
‘
小
規
校
な
が
ら
単
郭
式

城
館
の
見
事
な
逍
構
が
逍
存
し
て
い
る
。

本
遺
跡
に
関
す
る
記
録
は
‘

m
r封
内
風
土
記
』

「
古
坐
一

。
不
レ
詳
二
何
人
所
一レ
居
」

②

r
牡
鹿
郡
陸
方
南
境
村
風
土
記
御
用
的
出
』

（
安
永
二

年

一

七

七
三
）

「一

、
古

館

一

▶
南
境
館
跡
全
景

石
巻
市
文
化
財
保
護
委
員

木

村

敏

郎

南
境
館
跡
測
量
調
査
報
告

は
数
基
の
板
碑
が
存
し
て
い
る
。
ま
た

‘
近
世

の
道
椋
か
同
寺
境
内
に
移
転
保
存
さ
れ
て
お
り‘

金
蔵
寺
前
か

ら
二
手
に
分
れ
｀

一
っ

は
龍
泉
院

へ
通
じ
る
道
‘
も
う

一
方
は
沢
沿
い

に
山
越
え

を
す
る
道

の
二
筋
が
あ
っ
た

こ
と
が
知
ら
れ
る
。

調
査
団
の
編
成

実
施
主
体

調
査
貝

調
査
補
助
員

調
査
協
力
者

石
巻
市
教
育
委
員
会

石
巻
市
文
化
財
保
護
委
員

木

村

敏

郎

鈴

木

東

行

石
垣

宏

石
巻
工
業
高
校

土

井

光

夫

石
巻
工
業
高
校
人
文
科
学
部

石
巻
市
文
化
財
保
護
委
員
会

新
木
工
業
所

調
査
期
間

昭
和

55
年

3
月
24
日
ー

4
月

5
日

調
査
の
概
要

本
辿
跡
の
西
麓
に

‘
昭
和
五
十
年
に
設
沼
さ

れ
た
標
柱
が
立

っ
て
い
る
。

こ
こ
か
ら
頂
上
平

場
ま
で
登
る
‘
幅
約
1

m
ほ
ど
の
道
が
つ
い
て

お
り
‘
牒
作
業
等
に
利
用
さ
れ
て
い
る
。

頂
上
平
場
部
分
は
、
現
在
松
•
杉
の
植
林
が

行
わ
れ

て
い
る
。
標
裔
約

2
6
m
程
度
て
‘
約

80

m
X
4
0
m
の
長
方
形
を
呈
し
て
い
る
。
本
逍
跡

の
主
郭
部
と
考
え
ら

れ
る
と
こ

ろ
で
‘
北
西
隅

お
よ
び
南
側
に
‘士
塁
の
一
部
か
残
っ
て
い
る
。

北
西
隅

の
土
塁
は

‘
高
さ
約
2
0
¥
5
0
O
m
｀
長
さ

約

2
0
m
程
度
て
あ
る
。
南
側
の
土
塁
は

‘
数
ヵ

所
袂
ら
れ
た
よ
う
に
な
っ
て
い
る
部
分
が
あ
る

が

高

さ

約

5
0
5
か
ら
最
高
約
2

m
強
て
主
郭

部
南
辺
を
区
切

っ
て
い

る
。
ま
た

‘
東
辺
中
間

部
に
径

3
m
程
度
の
低
い
円
形
マ

ウ
ン
ド
状

の

辿
構
が
認
め
ら
れ
る
。

下
層
平
場
は

‘
西
側
が
畑
地
に
利
用
さ
れ
て

い
る

ほ
か

は
‘
山
林
と
な

っ
て
主
郭
部
分
を
取

り
巻

い
て

い
る
曲
輪

（
く
る
わ

）
で
あ
る
。
こ

の
曲
輪
は
‘
最
大
幅

1
2
m
程
度
を
持
ち
‘
主
郭

部
と
の
落
差
は
北
側
で
最
大
5
¥
7
m
を
示
し

て
い
る
。
東
側
か
ら
南
側

へ
か
け
て
幅
が
狭
く

な
り
‘
南
側

て
は
空
堀
に
移
行
し
て
い
る
。
西

側

の
畑
地
に
出
る
手
前
で
‘
空
堀
は
幅
も
広
く
‘

約

2
ー

3
切
の
落
差

で
畑
地
へ
続
く
よ
う
に

な

る
。本

遣
跡

の
北
西
に
は
‘
最
下
層
の

小
さ

い
平

場
が
あ
り
‘
畑
地
に
な

っ
て
い
る
。

ま
と
め

本
遺
跡
は
‘
比
較
的
勾
配

の
急
な
丘
陵
を
背

後
に
持
つ
‘
典
型
的
な
単
郭
式

の
中
世
城
館
で

あ
る
。

土
地
の
人
の
話
に
よ
れ

ば‘

か
つ

て
は
金
沢

館
に
石
垣
が
存
在
し
‘
右
垣
の
石
て
沼
を
埋
め

た‘

と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
現
在
、

石
垣
の
痕

跡
は
西
側
に
一
部
残
存
し
て
い
る
が
‘
中
世
城

館

の
築
造
に
石
垣
を
用
い
た
例
は
‘
こ

れ
ま
て

の
と
こ
ろ
見
ら
れ
て
い
な
い

の
で
、
本
逍
跡
の

築
造
後
‘
か

な
り
た

っ
て

か
ら
の
こ
と
と
考
え

ら
れ
る
。
ま
た
‘
本
追
跡
の
南
東
側
民
家

の
庭

に‘

「
的
石
」
と
呼
ば
れ

る
巨
岩
が
あ
り
‘
梵

字

・
五
輪
塔
の
線
刻
等
が
認
め
ら
れ
る
。

こ
の
調
査
は

‘
丘
陵
を
平
板
測
蟄
で
実
施
し

た
も

の
で
あ
る
の
て
、
多
少
の
困
難
は
あ
っ
た

が
調
査
の
進
ん
て
い
な
い

中
世
城
館
の
構
造

・

規

投
等
を

明
確

に
し
‘
今
後

の
保
存
対
策
を

考
え
る
上
で
の
査
料
と
し
て
活
用
し
て
行
き
た

、
。
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